
－PLCとITの間に抜け落ちていた「データフロー」という視点－
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マルチPLC時代の
現場DXを可能にするデータフロー

なぜ生産現場DX は“途中で止まる”のか
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多くの製造現場では、「生産現場のデータ活用」や「DX」に

取り組み、IoTや見える化ツールを導入してPoCまで進めたも

のの、一部の設備にとどまり、現場に定着しないまま終わっ

てしまうケースが少なくありません。

本書では、こうした現場DXのつまずきを運用や人材の問題と

してではなく、生産現場DXが抱えてきた構造的な欠落として

捉え直します。そのうえで、DXを前進させるための考え方と

解決の方向性を整理し、現場で実践可能な解決策を示します。
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そのDXは
なぜ現場で止まったのか？



生産現場DXが抱える共通の違和感
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構造問題①

データは取れるが
「生かす構造」がない

── 該当する違和感 ──

●データ取得可能なPLCを使っているが
活用できてない

●データは集まっているが改善につなが
らない

●見えるが次に何をすべきかわからない

●仕組みはあるが使われていない

構造問題②

個別最適で止まり
「横展開できない構造」

── 該当する違和感 ──

●特定設備では上手く行ったが多設備に
広がらない

●他ライン、他工場に展開できない

●現場ごとにデータの定義や見方が違う

●改善テーマごとに仕組みが別になって
いる

属人化し
「業務として定着しない構造」

── 該当する違和感 ──

●担当者が代わると取り組みが終わる

●個人依存で業務として定着しない

●見えるが次に何をすべきかわからない

●現場・ＩＴ・外部ベンダーの役割分担
があいまい

これらは一部の工場に限った話ではなく、多くの製造現場で共通して見られる現象です。

構造問題③



多くの現場ＤＸが失敗する２つの構造
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既存PLCを起点にDXを進めようとするケース

●制御ロジックを変更しづらい

● PLCごとに仕様・記述が異なる

● PLC依存の作り込みが増える

現場データを直接クラウドへ送るアプローチ

●ネットワークセキュリティの制約

●現場応答性の問題

●データは溜まるが使われない

PLC直結型DX
の限界

クラウド直結型DX
の限界

「１設備はできたが、他には展開できない」
状態

「データは集まったが、現場は何も変わらない」
状況

PLCかクラウドかではなく、両者の “間 ” をどう設計するかが重要！



見落とされてきた「データフロー」というレイヤー
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現場DXを成立させるためには、次の役割分担を整理する必要があります。

PLC：制御・安全を担う IT／クラウド：分析、統合、全体最適を担う

そしてその間には

「現場で使うために意味を持って流れるデータ」を設計・制御するレイヤー
が必要になります。その役割を担うのが、

データフローコントローラという考え方です。

データフローコントローラという考え方

PLCとIT の翻訳者

●どのPLCから取得するか
●どのデータを扱うか
●現場視点の粒度と文脈

●現場データをIT向けに翻訳
●データの意味を整理・変換

● OEEの可視化・分析
●上位システムとの連携
●改善アクションに反映



現場DXを成立させるデータフローコントローラの本質要件
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単なるゲートウェイや変換装置では、現場DXは成立しません。
必要なのは、以下の要件を前提として設計された存在です。

これらを満たして初めて、

現場DXは「構想」から「継続的な改善」へと移行します。

マルチメーカー・マルチ世代PLCを同じ文脈で扱えること

制御ロジックから独立し、設備停止を前提としないこと

データを「使える形」に加工・判断できること

現場にも上位ITにも適応できる柔軟性を持つこと

小さく始め、横展開できる構造を持つこと
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DXに必要だったのは新しい構想ではない

どのPLCともつながる
データ専用コントローラ



現場にいながら始められるデータ活用オムロンデータフローコントローラDX1
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－プログラムレスでメーカーを問わず現場とＩＴをつなぐ－

生産現場のデータ活用は、現場にいながら始めにくいという
課題がありました。

その課題を前提から解決するのが、DX1です。

DX1は、生産現場で稼働する設備や PLCのデータを、
リアルタイムに取得・加工し、上位システムやクラウドへと
つなぐデータフローコントローラです。

特定の PLCメーカーに依存せず、プログラムを書くことなく
データの流れを構成できるため、ITや制御の専門知識がなくても
現場にいながらデータ活用をスタートできます。



現場のデータ活用、こんな課題はありませんか？
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生産現場でデータ活用に取り組もうとすると、次のような課題に直面するケースは少なくありません。

Q1

どのデータをどう取得
すればよいかわからない

A1

ノーコードで簡単データ取得

プログラム不要で簡単にデータ収集

Q2

設備や目的ごとに
見たいデータが異なる

Q3

導入には設備停止が必要で
検討が進まない

DX1は現場とITのギャップを埋める司令塔、現場DXを強力にサポートします！

A2

テンプレートですぐ可視化

目的に応じた見える化を実現

A3

設備停止なしで後付け導入

既存設備が稼働中でも導入可能

DX1で解決！



DX1を “現場で機能させる ” FAアネックスの役割
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DX1を設置しただけではDXは進みません

どの信号を取るか

何を異常・判断基準とするか

誰が、どう使うか

これらは現場ごとに異なります

DX1を机上の理論ではなく、現場で使われる仕組みへ！

FAアネックスがトータルサポート！

DX1を用いたデモやご提案

製品導入に向けた操作説明や
教育支援

現場課題への伴走



DXを “構想 ”で終わらせず、現場に定着させるために
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生産現場DXが定着しなかった背景は、人材不足やツール選定だけではありません。
PLCとITをつなぐ「データフロー設計」のレイヤーが存在しなかったこと。
その不在が、DXを現場で止めてしまう構造を生んでいました。

オムロンデータフローコントローラ DX1は、その空白を技術で埋める存在です。
そして FAアネックス は、DX1を現場で使える形にするパートナーです。

設備を止めず、今あるPLCから始める。
現場で回り続けるDXの現実解が、ここにあります。

まずは、次の問いからご検討ください。

「自社の設備では、どのPLCから、どんなデータが流せるか？」

FAアネックスは、構想立案から定着まで、
お客様の DX1 活用に向けた検討プロセスを支援します。



お客様の力となる最適な制御機器を提案いたします
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エフ・エー・アネックスの
ソリューション



エフ・エー・アネックスの強み①：制御機器に特化したサポート力
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各種制御機器（PLC、センサ、アクチュエータなど）を作業者動線

や周辺設備との距離など現場環境に合わせて選定・配置します。

性能要件やネットワーク最適化はもちろん、生産性を維持しなが

ら設備総合効率を最大化する知見をご提供します。

現場の動作環境に応じた

制御機器の選定・配置を含む支援

当社では、SE部隊による各種教育セミナーの実施に加え、お客様

の製造現場に合わせた最適な機器選定やご提案を行っています。

オムロン製をはじめとする各種制御機器にも幅広く対応しており、

導入時の取り扱い方法までサポート可能です。

教育から導入まで一貫したサポート体制



エフ・エー・アネックスの強み②：改善提案と再設計を支える技術検証力
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生産ラインや作業内容の変更があった場合でも、安全リスクの再

評価と制御機器の最適化を支援します。環境変化に対応して見直

し・仕様再構築を行うことで、常に十分な安全性を維持し、コス

トを効率化することが可能です。

使用環境の変化に応じた

安全対策の見直しや仕様再構築に対応

当社では、導入後の運用データや現場のフィードバックを踏まえ、

設計や制御機器の最適化を継続的に支援します。万が一想定外の

課題が発見された場合でも、柔軟に対応可能です。

変化する現場条件にも継続的に対応することで、安全性を維持し

つつ生産性の向上を図ることができます。

制御機器導入後に改善が必要となった

場合も柔軟に対応
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会社概要

会社概要

株式会社エフ・エー・アネックス
（英文表記：FA Annex Corporation）

商号

伊藤 学代表取締役社長

1.各種自動制御システムの設計、施工、
同システムの保守管理、同部品の販売業

2. 情報通信システムの設計、施工、
同システムの保守管理、同修理、同部品の販売業

3. 前各号に附帯又は関連する業務

事業内容

2003年4月1日設立日

〒984-0051 
宮城県仙台市若林区新寺1-4-5 ノースピア5F

本社所在地
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お問い合わせ／資料請求 ご不明な点やご質問・ご相談がございましたら

お気軽にご連絡ください。

022-292-5720

https://www.fatouhoku.co.jp/

info-faa@omron.com


